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1．はじめに
　院内感染は、われわれ医療従事者が関心を寄せる
テーマのひとつである。本年度の診療報酬の改定によ
り院内感染防止対策未実施減算が導入され、その高ま
りは著しく、取り組みも本格的となっている。
　そのような中、大川記念奨学金の助成により英国感
染管理研修に参加する機会を得ることが出来たので
ここに報告する。
II．研彦参加目的
1．イギリスにおける感染管理の現状を学ぶ。
III．研修概要
　1．研修名：
　Japanese　Basic　Infection　Control　course／初級感染管
理コース
　2．研修施設：
　Great　Ormond　Street　Hospital　for　Children／グレート
オーモンド小児病院
　Institute　of　Child　Health／小児保健研究所
　National　Hospital　for　Neurology　and　Neurosurgery／
国立病院神経内科・脳神経外科
　3．主な研修内容：
　講義：院内感染、ICT／ICCの役割、感染管理リンク
　　　プログラム、サーベイランスの方法、手の衛
　　　生の必要性、環境の清潔さ、他
見学：グレートオーモンド小児病院内中央材料室、
　　　国立病院内ICU、脳神経外科病棟
4．感染管理コースリーダー：
Susan　Macqueen／スーザン・マクウィーン
　Clinical　Nurse　Specialist　in　lnfection　Control／感染
　管理専門臨床看護師
　ICNA　International　Co－ordinator／感染管理看護i
　協会国際コーディネーター
IV．主な研彦結果
　1．感染管理の現状
　イギリスでは1959年に最初の感染管理専門看護師
（lnfection　Control　Nurse：ICN）が誕生した。今から40
年以上も前のことである。そして1970年には感染管
理看護協会（lnfection　Control　Nurse　Association：
ICNA）が設立された。
　感染管理に関する大きな出来事として1987年と
1995年のCooke　reportが挙げられる。最初のもので
は、感染管理専門医師　（lnfection　Control　Doctor：
ICD）をすべての病院に、　ICNを健康管理地区ごとに
配置する規則を公表しており、第2回目ではICNを
すべての病院に配置するよう規則化している。また各
施設が教育、承認したリンクナースの重要性について
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も指摘している。その背後にはサルモネラ菌やレジオ
ネラ菌、及びMRSAのアウトブレイクがあったよう
だ。
　それらのメンバーは感染管理チーム（lnfection　Con－
trol　Team：ICT）を結成し、その上部には感染管理委
員会（lnfection　Control　Committee：ICC）を設けてい
る。このような組織構成、メンバー構成、及び各々の
役割や機能は日本とさほど変わりはなかった。
　院内感染の社会経済的負担についての最近の試験
では、院内感染患者の治療にあたる追加コストは360
万ポンド（約7，㎜万円）であったと報告されている。
基本的に医療費の個人負担のないイギリスにおいて、
これはかなりの負担額である。英国保健省のガイダン
スでは、現在の院内感染の約30％が予防可能であると
みている。
　感染管理は全国的なガイドラインに基づいて行な
われている。全国的ガイドラインは米国疾病管理セン
ター（CDC）でHospital　lnfection　Control　Practices
Advisory　Committee（HICPAC）が作成したものや、
国内外の専門的な文献、専門家の意見などを検証し、
それらをエビデンスとして作成されているとのこと
であった。それは院内感染予防のための基本原則であ
り、次の4つの勧告内容に分かれていた。1．院内環境
の衛生、2．手の衛生、3．個人的防御器具の使用、4．鋭
利器具の使用と廃棄。それらの実際例として、手洗い、
医療廃棄物処理の詳細手順の図や、ディスポーザブル
製品のリユース禁止の図などが具体的で誰にでもわ
かるよう掲示してあった。また衛生、感染に関わる現
場で働く者は訓練を受けたプラクティショナーが担
当していた。
V．おわりに
　常に入院患者の9％が入院後に感染症に罹患してい
るといわれている。我々医療従事者は世界中で抗生剤
に対する耐性菌が増加しつつあるということ、そして
院内感染を3割減少させることが可能であるという
認識をもって、エビデンスに基づいた感染予防と管理
の実施に関して、常に最新の知識を身につけていかな
けれぼならない。
　感染管理に携わる者としてのこれからの課題は、1．
感染管理に関する最新知識の獲得、2．院内感染に関す
る現状の把握と予防対策の実施、及び普及、3．院内感
染予防対策のスタッフへの教育を挙げ、努力していき
たいと考えている。
　最後になりますが、このような貴重な研修の機会を
与えてくださった関係者の皆様に深く感謝いたしま
す。
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